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1. はじめに

河川へ流入する栄養塩負荷の発生源は，生

活排水や工場排水，農地や山林など，多岐に

わたる．特に，農地や山林などの面源負荷は，

流出源が特定しにくく，河川の水環境への影

響の評価が困難な場合が多い．物質の動態の

推定のために，安定同位体が用いられること

がある．栄養塩類を構成する元素のひとつで

ある窒素は安定同位体が存在しており，これ

を利用した河川の窒素負荷の評価が試みられ

ている 1)．そこで本研究では，さまざまな発

生源から栄養塩負荷が流入する河川において，

安定同位体比を用いて負荷発生源のひとつで

ある農地が河川の窒素濃度に与える影響の割

合を評価することを目的として調査を行った．

2. 調査概要

2.1 調査地概要 対象地域は，神奈川県内を

流れる引地川である（Fig.1）．引地川は，全

長 21.3km，流域面積 67km2の二級河川である．

引地川水系の河川は，大和市内，綾瀬市内，

藤沢市内を鵠沼海岸に向かって流れ，相模湾

に注いでいる．流域内には，農地の他に市街

地が多く存在する．また，綾瀬市の水処理施

設からの排水が流入している．なお，大和市，

綾瀬市，藤沢市の下水道普及率は，平成 23

年でそれぞれ 94.9%，94.0%，94.6%である 2)．

2.2 調査概要 河川内の 4 地点で採水を行っ

た（Fig.1）．採水地点は，上流に農地，市街

地がある地点（No.1），水処理施設がある地点

（No.2），水田地域の上流側（No.3），水田地

帯の下流側（No.4）に設けた．晴天時に約 2
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Fig.1 調査河川概要
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週間に 1 回の間隔で各採水地点において採水を

行い，実験室に持ち帰って水質を分析した．分

析項目のうち，今回の考察に用いたのは，TN，

NO3-N，NO2-N，NH4-N の濃度，NO3-N の安定

同位体比(以降 δ15N)である．調査期間は，2011

年 6 月～12 月と 2012 年 6 月～12 月で，本報告

では，6 月～9 月を灌漑期，10 月～12 月を非灌

漑期とした．

3. 結果および考察

3.1 全窒素，無機態窒素の濃度変化 各地点の

濃度変化を Fig.2 に示す．No.1 では，全窒素に

含まれる無機態窒素はほぼ NO3-N であった．一

方，No.2 では NO2-N や NH4-N がある程度の割

合を占め，これらの項目は，割合は小さくなる

ものの，No.3 や No.4 でもある程度の濃度を示

した．

3.2 灌漑期と非灌漑期の比較 各地点の NO3-N，

15N について，灌漑期と非灌漑期でそれぞれ平

均したものを Fig.3 に示す．NO3-N について，

No.2 で高い値を示した．水田地帯の上下となる

No.3 と No.4 を比較すると，灌漑期は下流の方

が低い濃度になったのに対して，非灌漑期は同

程度の値となった．15N について，No.3 と No.4

の比較では，灌漑期と非灌漑期で違った傾向を

示した．

3.3 NO3-N と15N の比較 地点によって特徴的

な分布を示した（Fig.4）．
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Fig.2 各地点での窒素濃度変化
N concentration at each sampling point
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Fig.3 各地点での NO3-N，15N 平均値
Average of NO3-N, 15N at each point

Fig.4 NO3-N，15N の比較
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